
比布町ふるさと通信

2022年号
ぴっぷいちご誕生

１００周年
ぴっぷいちご誕生

１００周年

２０２１年（令和３年）　ぴっぷいちごは、誕生１００年を迎えました　

ぴっぷいちご
１００年目の挑戦



設
定
・
宣
伝
活
動
な
ど
の
一
元
化
を
図
る

た
め
、
比
布
苺
狩
り
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
、

現
在
も
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

最
盛
期
か
ら
の
道
の
り

　

い
ち
ご
狩
り
は
、
平
成
５
年
に
１
ｈ
ａ

超
の「
い
ち
ご
狩
り
公
園
」が
開
園
さ
れ（
平

成
12
年
ま
で
）、
平
成
７
年
に
は
入
園
数
６
、

９
０
６
人
を
記
録
す
る
な
ど
人
気
を
博
し

ま
し
た
。
一
方
、
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
平
成

４
年
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
し
た
加
温
促

成
栽
培
を
導
入
し
、
平
成
８
年
に
は
ペ
チ

カ
（
夏
秋
ど
り
い
ち
ご
）
の
栽
培
を
開
始
。

平
成
10
年
に
は
加
温
促
成
栽
培
で
の
宝
交

早
生
（
春
ど
り
い
ち
ご
）
と
併
せ
、
最
高

販
売
金
額
１
億
１
、３
３
５
万
円
を
記
録
す

る
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
灯
油
代
の
高
騰
に

よ
り
採
算
が
合
わ
ず
、
件
数
・
面
積
と
も

に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ち
ご
栽
培
は
、
水
稲
と
の
複

合
経
営
が
多
く
、
春
ど
り
栽
培
で
は
、
水

稲
と
繁
忙
期
が
重
な
り
、
近
年
の
農
家
１

戸
あ
た
り
の
経
営
面
積
拡
大
も
相
ま
っ
て
、

い
ち
ご
栽
培
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
今
後

の
展
開
に
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

再
振
興
へ
の
挑
戦

　

平
成
15
年
に
夏
秋
ど
り
の
高
設
栽
培
を

導
入
、
平
成
20
年
に
は
Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
に

よ
る
実
取
り
苗
の
採
苗
施
設
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
栽
培
環
境
要
因
に
生
産
者
の

高
齢
化
な
ど
が
加
わ
り
、
現
在
の
作
付
は
、

年
々
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

Town News
まちのできごと

2021.3- 2022.2

ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご

１
０
０
年
目
の
挑
戦

旭川比布同郷会
■会　長　合田 春夫さん
■会　員　約 350 人
■総　会　毎年３月中旬ごろ
■会　費　5,000 円程度
■連絡先　今野浩安さん 

☎ 0166-61-4492

札幌比布会
■会　長　大谷 知彰さん 
■会　員　約 250 人
■総　会　毎年７月上旬ごろ
■会　費　5,000 円程度
■連絡先　高橋美伸さん 
	 ☎ 090-1640-3453

ふるさと会から

　３つのふるさと会ともに、新型

コロナウイルス感染拡大防止のた

め、残念ながら 2021 年も総会が

中止となりました。今後の開催時

期についても、状況をみながら検

討してまいります。

　詳しくは、各連絡先または比布

町役場総務企画課まちづくり推進

室広報係へお気軽にご連絡くださ

い。

　一日も早く新型コロナウイルス

感染症が収束し、再びふるさと会

の交流が再開できますことを願っ

ています。

3/12  北比布駅  お別れセレモニー

令
和
３
年
３
月
12
日

Ｊ
Ｒ
南
比
布
駅
・
北
比
布
駅
が
廃
止

３
月
26
日

０
円
都
市
開
発
合
同
会
社
と
空
き
家
流
動

化
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

４
月
11
日

運
動
と
食
に
よ
る
脳
の
活
性
化
事
業
の
一

環
と
し
て
、
運
動
教
室
を
開
講

５
月
17
日

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種
が
ぴ
っ

ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ス
タ
ー
ト

５
月
19
日

第
１
回
ぴ
っ
ぷ
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

募
集
（
締
切 

令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で
）

６
月
１
日

比
布
町
産
米
の
酒
造
好
適
米
「
彗
星
」
を

使
用
し
た
地
酒
「
必
富
」
が
誕
生

７
月
11
日

お
笑
い
コ
ン
ビ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
「
萎
え
ぽ
よ
エ

リ
ア
ぶ
ち
ア
ゲ
活
性
化
ツ
ア
ー
」
を
開
催

７
月
18
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
町
技
50
周
年
記
念
事
業
開
催

７
月
15
日
・
26
日
・
30
日

ぴ
っ
ぷ
未
来
会
議
（
３
団
体
）
を
開
催

７
月
29
日

Ｐ
Ｉ
Ｐ
相
互
応
援
大
使
活
動
２
周
年
！

磁
石
を
使
っ
た
実
験
教
室
を
開
催

名
産
「
比
布
苺
」
の
は
じ
ま
り

　

い
ち
ご
栽
培
は
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１

年
）
頃
、
太
田
山
付
近
の
農
家
が
子
ど
も

の
お
や
つ
と
し
て
植
え
た
こ
と
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、

村
内
や
旭
川
市
な
ど
で
小
売
り
販
売
し
、

畑
作
農
家
の
現
金
収
入
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
頃
か
ら
は
、
旭
川
へ
の
市
場

出
荷
が
始
ま
り
、
生
産
者
の
組
合
組
織
（
イ

チ
ゴ
生
産
組
合
）
が
発
足
さ
れ
（
戦
後
、

比
布
イ
チ
ゴ
生
産
組
合
に
改
組
）、銘
柄
「
比

布
苺
」
と
し
て
小
売
店
や
消
費
者
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
に
は
、
作
付
面
積
が
39
ｈ
ａ

と
な
り
、
面
積
・
生
産
者
と
も
に
増
え
ま

し
た
が
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
連
作
に
よ
る

病
害
虫
が
発
生
し
、
生
産
量
の
低
下
と
と

も
に
作
付
面
積
も
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

危
機
か
ら
の
脱
却

　

減
少
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
昭
和
46
年
、

名
産
「
比
布
苺
」
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
、
町

内
有
志
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
栽

培
の
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
47
年
に
、

旭
川
の
市
場
へ
５
０
０
パ
ッ
ク
が
初
出
荷
、　

48
年
に
は
、
８
戸
の
農
家
に
よ
る
共
販
体

系
の
比
布
ハ
ウ
ス
苺
生
産
組
合
が
設
立
。

ま
た
、
町
で
は
、
良
質
な
い
ち
ご
の
供
給

に
向
け
、
実
取
り
苗
の
町
営
採
苗
圃
（
～

昭
和
62
年
度
ま
で
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
は
、
比
布
町
青
果
振
興
会

が
発
足
し
、
そ
の
専
門
部
会
と
し
て
各
生

産
組
合
が
イ
チ
ゴ
部
会
と
ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

部
会
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
現
在

は
合
併
し
（
平
成
元
年
よ
り
）、
ぴ
っ
ぷ
い

ち
ご
部
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
は
、
周
年
栽
培
に
向
け
た
夏
秋

穫
り
苺
研
究
会
も
発
足
、
翌
58
年
に
は
株

冷
苺
（
６
月
定
植
・
８
月
収
穫
）
や
短
日

苺
（
７
月
定
植
・
10
月
及
び
翌
年
６
月
の

２
季
ど
り
収
穫
）
が
栽
培
さ
れ
、
多
く
の

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

い
ち
ご
狩
り
の
誕
生

　

昭
和
57
年
か
ら
、
旭
川
市
の
中
心
街
買

物
公
園
で
い
ち
ご
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、

販
売
や
試
食
会
を
実
施
す
る
「
ぴ
っ
ぷ
い

ち
ご
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
58
年
か
ら
は
、
露
地
栽
培
で
の
観
光

い
ち
ご
狩
り
が
行
わ
れ
、
昭
和
61
年
に
は
、

各
農
園
相
互
の
連
絡
体
制
構
築
や
、
料
金

　

し
か
し
、
平
成
30
年
に
「
ぴ
っ
ぷ
い
ち

ご
の
再
振
興
」
を
掲
げ
、
生
産
者
と
関
係

機
関
（
町
・
Ｊ
Ａ
・
上
川
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
な
ど
）
が
一
体
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
」）
を
結
成
。

　

Ｐ
Ｔ
で
は
、
い
ち
ご
栽
培
の
労
働
時
間

に
着
目
し
、
農
閑
期
を
活
用
し
た
新
た
な

栽
培
体
系
「
冬
ど
り
栽
培
」
を
提
唱
。
そ

し
て
令
和
元
年
、生
産
者
を
公
募
の
上
、「
冬

い
ち
ご
実
証
栽
培
」
と
し
て
、
ぴ
っ
ぷ
い

ち
ご
の
再
振
興
に
向
け
、
町
を
挙
げ
た
挑

戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

誕
生
１
０
０
周
年
を
記
念

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
へ
の
共
感
と
、
ぴ
っ

ぷ
い
ち
ご
を
愛
す
る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
形
に
し
よ
う
と
、
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご

誕
生
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

【
主
な
記
念
事
業
】

①
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

町
内
９
店
の
飲
食
店
で
、
赤
い
妖
精
（
夏

秋
ど
り
い
ち
ご
）
を
使
い
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
販
売
。

②
い
ち
ご
栽
培
体
験

　

町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
い
ち
ご
（
ゆ

き
ラ
ラ
）
の
定
植
体
験
。
今
年
の
夏
に
は
、

収
穫
体
験
も
実
施
予
定
。

③
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
サ
イ
ダ
ー

　

果
汁
15
％
の
い
ち

ご
サ
イ
ダ
ー
を
作
る

た
め
、
初
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
。
目
標
額
を
上

回
る
１
６
８
万
６
千

円
の
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

※
い
ち
ご
サ
イ
ダ
ー

は
令
和
４
年
３
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

④
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「
＃
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
１
０
０
周
年
」
を
入
れ

た
比
布
町
と
い
ち
ご
に
関
連
し
た
投
稿
を

募
集
。
投
稿
者
に
抽
選
で
景
品
を
贈
呈
。

ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
の
未
来

　

ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
が
１
０
０
年
続
い
て
き

た
こ
と
は
、
町
の
大
切
な
財
産
で
す
。　

　

米
な
ど
主
食
と
な
る
作
物
を
除
け
ば
、

同
じ
町
で
同
じ
作
物
が
１
０
０
年
も
栽
培

を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
希

少
な
こ
と
。
こ
の
節
目
を
き
っ
か
け
に
、

１
５
０
年
、
２
０
０
年
と
続
く
よ
う
、
生

産
者
の
皆
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
、
町
、
そ
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
い
ち
ご
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東京比布会
■会　長　牧野　正さん 
■会　員　約 300 人
■総　会　毎年６月下旬ごろ
■会　費　8,000 円程度
■連絡先　深瀬和昭さん 
	 ☎ 048-554-6765

８
月
17
日

田
中
芽
依
さ
ん
（
中
３
）
と
山
田
玲
華
さ

ん(

中
２
）
が
全
国
中
学
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
栃
木
県
）
に
出
場

８
月
21
日

良
佳
村
サ
マ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験

会
（
バ
ギ
ー
・
気
球
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
）

９
月
13
日

Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
が
学
校
給
食
に
新
米

「
な
な
つ
ぼ
し
」
２
ト
ン
を
寄
贈

11
月
３
日

越
智
守
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

11
月
６
日
～
７
日

平
岡
稜
真
選
手
が
北
海
道
秋
季
学
生
卓

球
選
手
権
大
会
で
三
冠
達
成

12
月
４
日

梅
澤
満
喜
さ
ん
（
小
４
）
が
自
民
党
総

裁
杯
将
棋
大
会
で
全
道
優
勝

12
月
14
日

村
中
一
徳
町
長
が
無
投
票
で
再
選

令
和
４
年
１
月
６
日

比
布
町
議
会
議
長
中
本
諭
氏
が
ご
逝
去

１
月
14
日

議
会
臨
時
会
で
、
佐
藤
康
則
氏
が
議
長

に
、
今
井
明
信
氏
が
副
議
長
に
就
任

ぴっぷい
ちご

サイダ
ー

ありがとうございます
　札幌比布会役員の飛彈野敏子さ

んから小中学校の新１年生に向け

て、桜の形をした手作りのアクリ

ルコースターやランドセルのマス

コットなどが贈られました。

　心温まる記念の品をお寄せいた

だき、ありがとうございました。

 味わいは、やや辛口で、米

の風味がしっかりと感じられ

るさわやかな仕上がりの地酒

「必
ぴ っ ぷ

富」は、昨年６月から販売

がスタート。

　地酒を飲んで「必ず富む」と

いう願いも込められ名付けられ

ました。

返礼品は上記の他にも、比布産米、ＴＫＧセット、メロン「甘
雫」、ぴっぷりんなど、約100品から選ぶことができます。

比布町ホームページ

インターネットで検索

検索

ふるさと納税で比布町を応援してください

い
ち
ご



歴
史
を
訪
ね
て

総　数	 ３，５２８人

　男	 １，６５５人

　女	 １，８７３人

世帯数	 １，７７０世帯

■令和４年１月末日現在

　住民基本台帳等登録数

まちの人口発行・編集

比布町ふるさと通信「ぴぴ」は、比布を離れられた人と比布を結ぶ情報紙です。

みなさまから、町外で暮らしているご家族やご友人へお届けください。

ふるさと通信『ぴぴ』令和４年３月２日発行（通巻第 22 号）

■発行　比布町

■編集　総務企画課まちづくり推進室広報係

	 〒 078-0392　北海道上川郡比布町北町１丁目２番１号

　☎ 0166-85-2111( 代表 )　0166-85-4802( 総務企画課直通 )

	 □ホームページ　http://www.town.pippu.hokkaido.jp

	 □Ｅ メ ー ル　ichigo@town.pippu.hokkaido.jp

「
ぴ
ぴ
」
と
は
、「
比
布
」
と
い
う
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
比
布
は
以
前
「
ピ
ピ
」
ま
た
は
「
ピ
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
活
動
の
変
せ
ん

　

比
布
町
に
お
け
る
戦
後
の
婦
人
活
動
の
は
じ

ま
り
は
、
昭
和
24
年
に
公
民
館
婦
人
部
（
部
長

曽
我
部
ツ
ル
ヨ
）
が
婦
人
会
の
設
立
を
呼
び
か

け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
年
８
月
に
東
園
婦
人

会
が
初
め
て
発
足
し
、
同
年
10
月
に
中
央
婦
人

会
（
市
街
地
区
）
が
設
立
、
戦
後
の
婦
人
参
政

権
の
付
与
と
と
も
に
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指

し
て
婦
人
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
も

各
地
区
で
婦
人
会
の
結
成
が
続
き
、
28
年
に
町

公
民
館
で
９
単
位
婦
人
会
の
代
表
者
が
参
加
の

も
と
、「
比
布
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
」（
現

在
の
比
布
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
）
の
設
立
総

会
が
開
か
れ
た
。

　

そ
の
10
年
後
の
38
年
に
は
、
14
単
位
婦
人
会

が
加
入
し
、
会
員
数
は
約
千
人
と
な
っ
て
い
た
。

活
動
を
広
げ
た
協
議
会
は
、「
新
生
活
運
動
推

進
部
」「
交
通
安
全
推
進
部
」「
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
各
種
研
修
会
や
教
養

講
座
の
ほ
か
、
全
町
敬
老
会
、
成
人
式
の
協
力

や
歳
末
助
け
合
い
運
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
福
祉
会
館
前
に
水
銀
灯

（
２
基
）
や
、
役
場
庁
舎
落
成
時
に
屋
上
へ
「
愛

の
鐘
」
を
寄
贈
し
、
時
刻
を
告
げ
る
ふ
る
さ
と

の
鐘
は
長
く
町
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
地
域
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功

績
か
ら
、
平
成
６
年
に
は
町
の
百
年
記
念
式
典

で
特
別
功
労
表
彰
を
受
け
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
考
・
比
布
町
史
）

昭
和
28
年
４
月
12
日
に
地
域
の
女
性
８
４
３
人
に
よ
っ
て
、「
比

布
村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
」（
初
代
会
長 

宮
﨑
光
）
が
誕
生

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
取
り
組
み
に
よ
り
地
域
に
貢
献

し
て
き
た
同
協
議
会
が
令
和
４
年
３
月
22
日
の
解
散
式
を
も
っ

て
、
68
年
続
い
た
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
。

ＥＸＩＴが比布町をＰＲ

【成人式】
初代会長の宮﨑光さんが成人式で新成人
に向けて激励の言葉を贈られていた。

【昭和 45 年 2 月 18 日　町内婦人研修会】
午前中は、保健師による衛生講話とフィルムフォーラムで「母の役割」、「おふくろ」
の映画上映、午後からは中学校の谷越先生の指導により、美容体操をかねたフォー
クダンスの講習が公民館（現在の福祉会館）で行われ、約 100 人が参加されていた。

【交通安全マスコット】
毎年、新一年生に交通安全の
願いを込めて手作りのマス
コットが贈られていた。
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